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新議長・副議長　決まる！
５月１４日に開催された令和２年第２回臨時会において、議長、副議長、常任委
員、議会運営委員などの選任が行われました。

就
　
任
　
あ
　
い
　
さ
　
つ

議　
長大

谷

和

義
　

市
民
の
皆
様
に
は
、
市
政
及
び
市
議
会
に
対
し
、

温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
へ
の
取
り
組
み
に
ご
尽

力
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
改
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
、
去
る
５
月
１４
日
の
臨
時
会
に
お

き
ま
し
て
、
国
東
市
議
会
第
９
代
議
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
と
受
け
止
め
る
と

同
時
に
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は
、
議
長
と
し
て
全
力
を
傾

注
し
、
公
正
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
に
取
組
む
所

存
で
す
。

　

現
在
、
国
東
市
は
、
急
速
な
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
等
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
中
、
大
分
空
港
が
ア
ジ
ア
で
初
め
て
宇
宙
港

に
選
ば
れ
た
と
の
朗
報
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。

宇
宙
港
と
な
れ
ば
、
整
備
等
で
地
元
に
も
仕
事
が

生
ま
れ
、
ま
た
、
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
に
多
く
の

人
が
訪
れ
る
な
ど
、
様
々
な
面
で
活
性
化
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

現
状
で
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
で
す

が
、
活
力
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
、
安
全
で
住
み
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
、
市
民
皆
様
の

一
致
し
た
願
い
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
そ
の

負
託
に
応
え
る
べ
く
、
市
と
議
会
が
一
体
と
な
っ

て
、
住
民
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
議
会
へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
議
長
就

任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

副
議
長元

永

安

行
　

市
民
の
皆
様
方
に
は
、
市
議
会
に
対
し
て
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
、
去
る
５
月
１４
日
の
臨
時
会
で
、

議
員
の
皆
様
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
副
議
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
責
務
の
重
さ
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。
今
後
は
、
議
長
の
補
佐
役
と

し
て
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
努
め
て
参
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

国
東
市
誕
生
か
ら
１５
年
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、

行
財
政
改
革
の
観
点
か
ら
、
市
議
会
議
員
の
定
数

も
当
初
の
２６
人
か
ら
、
現
在
は
１８
人
で
議
会
運
営

を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
依

然
厳
し
く
最
大
の
課
題
は
、
少
子
高
齢
化
・
人
口

減
少
問
題
で
す
。
統
計
で
は
、
１０
年
後
に
は
２
万

人
を
下
回
る
と
の
推
計
も
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

に
伴
う
税
収
の
伸
び
悩
み
に
よ
る
安
定
し
た
歳
入

確
保
の
厳
し
さ
も
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
議
会
も
、
国
東
市
総
合
計
画
を
指

針
と
し
、
地
域
活
性
化
・
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、
市
執
行
部
と
一
緒
に
取
組
み
を
進
め
、

地
域
の
発
展
と
市
民
生
活
・
福
祉
の
向
上
を
図
る

べ
く
、
市
民
の
皆
様
の
声
を
拝
聴
し
な
が
ら
、
鋭

意
努
力
す
る
所
存
で
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
副
議
長
就
任
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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常任委員会　委員構成　　【◎委員長　○副委員長】

産業建設委員会 文教厚生委員会 総務委員会

《　所　管　》
農政課、林業水産課、観光課
活力創生課、建設課、上下水道課
農業委員会、まちづくり推進課
各地域振興課

《　所　管　》
教育委員会、市民健康課
環境衛生課、高齢者支援課
人権啓発・部落差別解消推進課、
福祉課、医療保健課
市民病院、各地域振興課

《　所　管　》
総務課・政策企画課・財政課
税務課・会計課・監査委員
選挙管理委員会・公平委員会
固定資産評価審査委員会
消防署・各地域振興課

◎宮園　正敏　○堀田　一則
　白石　德明　　森　　正二
　秋国　良二　　木田　憲治

◎唯有　幸明　○萱島　祥彦
　後藤　貴志　　石川　泰也
　丸小野宣康　　元永　安行

◎堤　康二郎　○坂本　隆之
　明石　和久　　吉田眞津子
　野田　忠治　　大谷　和義

常　任　委　員　長　あ　い　さ　つ

総
務
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

　去る５月１４日の総務常任委員会で委員互選により委員長に就任しました。
総務常任委員会は総務課・政策企画課・会計課・財政課・税務課・各地域
振興課・消防本部など多くの分野を所管しております。二年間の任期です
が、当面はコロナ対策に全力で取り組み、コロナ収束後は社会経済の復旧
のため委員会所管の中、各委員で力を合わせ努力していく覚悟です。
　また昨年安岐・武蔵で五つの路線バスが廃止され、新たな交通体系の構
築が総務常任委員会の継続調査となっています。過疎高齢化で公共交通の
問題は国東市全体の課題です。国東市民が安心して暮らせるため、市民の
声を聴きながら議会活動に取り組んでまいります。今後とも市民の皆様の
議会へのご理解とご協力をお願い申し上げ、あいさつといたします。

　去る５月１４日、議会の委員会構成の改選があり、文教厚生常任委員長に
就任することになりました。
　当委員会は医療、介護、福祉、教育関係と広範囲かつ多岐にわたってお
り、赤ちゃんからお年寄りまで、市民皆様が安心、安全に暮らせるまちづ
くりのため、調査・研究をしてまいりたいと考えています。また、緊急事
態宣言が解除されたとはいえ、新型コロナ感染症の終息が見えないなか、
感染の第２波が予測されており、危機感をもって様々な場面に対応できる
ように準備していかねばならないと考えています。
　今後２年間市民皆様のご理解とご協力をお願い申し上げまして、就任の
あいさつといたします。

　国東市は、少子・高齢化が進み人口減少対策が大きな課題となっていま
す。そのような状況の中で、当委員会は課題を少しでも解決し、国東市が
住みよく、地域が活性化するよう努力していきたいと思います。
　当委員会では、市の基幹産業である農林水産業の振興、交流人口の増加
による観光の振興、地元商店ならではの地域に密着したサービスの展開、
企業誘致活動に加えて創業・起業の促進や、市民や観光客が利用する、道
路や港湾の安全性や利便性の向上などに取り組んでいきたいと思います。
　そのため、市民の皆様や関係事業団体の方々のご意見を聞き、現場主義
に徹し、各委員と協力して、審議・調査をしていきたいと思いますので、
よろしくお願いたします。

委員長

委員長

委員長

堤　康二郎

唯有　幸明

宮園　正敏
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議
会
運
営
委
員
会

委 
員 
長　

野
田　
忠
治

副
委
員
長　

石
川　
泰
也

委　
　
員　

宮
園　
正
敏

委　
　
員　

堤　
康
二
郎

委　
　
員　

唯
有　
幸
明

委　
　
員　

木
田　
憲
治

委　
　
員　

元
永　
安
行

広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長　

吉
田
眞
津
子

副
委
員
長　

白
石　
德
明

委　
　
員　

宮
園　
正
敏

委　
　
員　

石
川　
泰
也

委　
　
員　

後
藤　
貴
志

委　
　
員　

坂
本　
隆
之

議
会
選
出
監
査
委
員

（
任
期
：
２
年
）

　
　
　
　
　

森　
　
正
二

大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員

（
任
期
：
２
年
）

　
　
　
　
　

後
藤　
貴
志

宇
佐
・
高
田
・
国
東

広
域
事
務
組
合
議
会
議
員

（
任
期
：
２
年
）

　
　
　
　
　

明
石　
　
和
久

　
　
　
　
　

秋
国　
　
良
二

　
　
　
　
　

丸
小
野　
宣
康

予
算
決
算
常
任
委
員
会

委 

員 

長　

元
永　
安
行

副
委
員
長　

野
田　
忠
治

委　
　
員

議
長
を
除
く
全
議
員

退
　
任
　
あ
　
い
　
さ
　
つ

　

議
長
退
任
に
あ
た
り
、
一
言
ご
あ

い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。
議
長
の
拝

命
を
受
け
て
か
ら
２
年
間
、
市
民
の

皆
様
・
議
員
各
位
の
ご
理
解
ご
協
力

を
賜
り
、
大
過
な
く
無
事
に
務
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

在
任
中
は
、
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、
大

規
模
災
害
発
生
時
の
議
会
対
応
要
綱

の
作
成
、
そ
し
て
市
民
に
寄
り
添
い
、

市
民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見

の
す
べ
て
に
対
し
て
所
管
事
務
調
査

を
行
い
、
「
議
員
総
活
躍
議
会
」
を

目
指
し
、
政
策
提
言
・
立
案
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
道
半
ば

で
す
。

　

退
任
後
も
一
議
員
と
し
て
、
議
会

の
活
性
化
に
向
け
て
新
体
制
の
も
と

共
に
汗
を
流
し
、
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
こ
と
を
お
誓
い
し
、
退
任
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

副
議
長
退
任
に
あ
た
り
一
言
ご
あ

い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
の
四
月
に
就
任
し
て

２
年
間
「
若
い
議
長
を
し
っ
か
り
補

佐
す
る
こ
と
」
、
「
市
民
に
開
か
れ

た
市
議
会
の
実
現
と
議
会
改
革
の
更

な
る
推
進
を
図
る
こ
と
」
、
「
議
員

及
び
各
会
派
間
、
事
務
局
と
の
情
報

共
有
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拡

大
」
を
目
標
と
し
て
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
任
期
終
盤
の
今
年
の
三
月

か
ら
は
、
国
家
の
非
常
事
態
と
な
っ

た
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
あ
ら
ゆ
る
行

事
予
定
が
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
後
の
コ
ロ
ナ
の
収
束
、
社
会
経
済

の
復
旧
に
は
か
な
り
の
時
間
と
英
知

が
必
要
で
す
。
市
と
し
て
は
市
長
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
万
全
な
対
策
を

し
て
い
く
で
し
ょ
う
。
議
会
も
行
政

と
一
丸
と
な
り
努
力
す
る
こ
と
を
申

し
上
げ
ま
し
て
、
退
任
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

前
議
長

野
田
　
忠
治

前
副
議
長

堤
　
康
二
郎
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令和２年

第２回（６月）定例会
　会期は６月１１日から７月１日までの２１日間。承認２件、報告５件、同意１件、議員発議
１件、委員会発議１件、令和２年度一般会計補正予算案や条例改正案等の議案７件が上程
され、審議の結果、委員会発議１件を除き原案のとおり可決・同意・承認しました。一般
質問は６月１８日と１９日に行われ、５人の議員が登壇しました。

令和２年度一般会計補正予算

13億568万7千円を追加し

【主な条例議案】（詳細は文教厚生委員会レポートに記載しています）

■国東市印鑑条例の一部改正について
■国東市手数料条例の一部改正

　補正後の予算総額は268億3,863万2千円
【補正予算の主な内容】
・コミュニティ事業（地域振興費・防災諸費）……………………………550万円
　（宝くじの社会貢献広報事業の対象団体として必要な備品を整備するため。
　　小原区・田深区：備品、西中区：防災用品）
・経営多角化機械施設整備事業………………………………………………127万円
　（集落営農法人の経営力を高めるため、防除の効率化及び労働力の省力化を図る
　　農業用ドローン導入経費を補助するため）
・強い農業づくり交付金事業（果樹園芸）…………………………… 4,890万円
　（こねぎパッケージセンターの整備経費を補助するため）
・下原団地分譲地整備事業  …………………………………………… 7,115万円
　（安岐町下原地区において住宅分譲地を整備するため）
・新型コロナウイルス感染防止対策関連予算  ………………… １億6,115万円
　（感染防止対策や収入減少対策を実施するため：下記に概要記載）

【感染防止対策関連予算の概要】
行政区手指消毒液配布事業………………………………………………………… 167万円
避難所感染予防緊急対策事業………………………………………………………5,166万円
交通事業者緊急対策支援事業………………………………………………………2,350万円
新型コロナウイルス感染防止服等支給事業………………………………………1,147万円
ひとり親世帯臨時特別給付金給付事業……………………………………………2,684万円
救急搬送等感染防止対策事業  ……………………………………………………1,019万円
新型コロナウイルス感染症対策スクール・サポート・スタッフ事業  ………1,868万円
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議 

案 

質 

疑

Ｑ　
有
限
会
社
い
こ
い
の
村
国
東
は
、
今

後
も
存
続
す
る
の
か

A　

有
限
会
社
い
こ
い
の
村
国
東
は
、
ホ
テ
ル

い
こ
い
の
村
国
東
、
現
ホ
テ
ル
ベ
イ
グ
ラ
ン

ド
の
運
営
の
た
め
に
設
立
し
た
会
社
で
す
。

　

昨
年
４
月
１
日
か
ら
ホ
テ
ル
ベ
イ
グ
ラ
ン

ド
の
指
定
管
理
者
が
代
わ
っ
た
こ
と
に
伴
い
、

本
来
の
業
務
が
無
く
な
り
、
従
業
員
も
新
た

な
指
定
管
理
先
に
採
用
さ
れ
、
バ
ス
事
業
の

み
を
今
年
の
２
月
１9
日
ま
で
行
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
も
現
在
の
指
定
管
理
者
が
引

き
継
い
で
お
り
ま
す
。

　

今
年
の
株
主
総
会
に
お
い
て
、
有
限
会
社

い
こ
い
の
村
国
東
を
今
年
度
中
に
清
算
し
、

解
散
す
る
決
定
が
さ
れ
ま
し
た
。

Ｑ　
金
久
団
地
６
区
画
の
販
売
促
進
の
取

り
組
み
は

A　

旧
国
見
町
土
地
開
発
公
社
が
平
成
１7
年
度

に
宅
地
分
譲
開
発
を
行
い
、
全
１２
区
画
の
販

売
を
開
始
し
ま
し
た
。
旧
国
見
町
土
地
開
発

公
社
で
は
２
区
画
の
販
売
を
行
っ
て
お
り
、

平
成
１８
年
度
か
ら
は
、
国
東
市
土
地
開
発
公

社
が
販
売
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
平
成
２４

年
度
ま
で
の
６
年
間
で
３
区
画
の
み
の
販
売

実
績
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
不
動
産
鑑
定
に

基
づ
く
分
譲
価
格
の
見
直
し
を
平
成
２５
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
経
営
多
角
化
機
械
施
設
整
備
事
業
に

つ
い
て
、
ド
ロ
ー
ン
の
使
用
方
法
は

A　

経
営
発
展
を
目
指
す
意
欲
的
な
集
落
営
農

法
人
を
対
象
に
、
農
業
機
械
導
入
に
対
す
る

支
援
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。
今
回
、
農

業
用
ド
ロ
ー
ン
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

水
稲
・
麦
防
除
の
省
力
化
・
効
率
化
を
図
り
、

経
営
規
模
拡
大
に
繋
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

Ｑ　
こ
ね
ぎ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
の

研
修
生
が
就
農
し
た
場
合
、
こ
ね
ぎ
の

出
荷
は
、
Ｊ
Ａ
へ
の
出
荷
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
の
か

A　

こ
ね
ぎ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
入
校
の

要
件
と
し
て
、
「
大
分
味
一
ネ
ギ
生
産
部
会

へ
の
加
入
」
が
あ
り
、
大
分
味
一
ネ
ギ
と
し

て
販
路
が
確
立
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
へ
の
出
荷
を

推
奨
し
て
い
ま
す
が
、
義
務
付
け
を
行
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ　
国
東
市
農
業
公
社
の
農
作
業
受
託
収

入
の
作
業
別
収
入
金
額
は

A　

農
作
業
受
託
収
入
の
内
訳
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

省力化が期待される
農業用ドローン

農作業受託収入の内訳

種　別
金　額

（単位：千円）
水稲ヘリ防除 １4,１１８
稲刈り取り 6,434
大豆刈り取り １,6８5
田植え １,１46
大豆ヘリ防除 ８54
麦刈り 7２２
その他 ２,８９１

計 ２7,８50
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常任委員会レポート

産業建設常任委員会・予算決算分科会

文教厚生常任委員会・予算決算分科会

　分科会は、６月25日（木）午前10時から開催され
ました。所属議員６名全員で令和２年度一般会計補
正予算（関係部分）、令和２年度国東市水道事業及
び下水道事業特別会計補正予算の審査をしました。

【下原団地分譲地整備事業について】
国東市が行う宅地造成について、委員外議員から広
さ約9,000㎡の事業計画について質問があり、まち
づくり推進課長から、これからプロポーザル方式で
入札業者を決めるため、事業の計画等について今後
決定していくことになりますと回答がありました。

【議員間討議の議題について】
　議員間討議については、これまで１項目１回の討議でしたが、今後１年間ないしは２
年間かけて討議を行う議題の検討をしました。委員６人が各自2題ずつ提出して、その
中から委員長・副委員長が「高齢化・担い手不足の対策や特産品の開発を含めた今後の
農業支援策等について検討の必要がある」との意見集約を行い、委員間討議の議題を
「これからの農業の維持・振興について」に決定しました。

　本委員会は、６月24日に付託された議案２件、発
議１件について審査を行いました。議案２件、発議
１件は原案のとおり可決するものと決しました。
【議案第49号国東市印鑑条例の一部改正について】
　住民基本台帳法施行令の一部改正に伴い、旧氏で
の印鑑登録を可能とするための規定を整備するとと
もに、性的少数者に配慮して印鑑登録原票及び印鑑
登録証明書の性別表記の廃止等を行うにあたり、本
条例の一部を改正するもの。
【議案第50号国東市手数料条例の一部改正について】
　デジタル手続き法（令和元年法律第１６号）による住民基本台帳法と番号利用法の改
正に伴い、住民票の除票の写し等の交付に際しての手数料を明確にするとともに、マイ
ナンバーの通知カードが廃止になるため、本条例の一部を改正するもの。
【発議第２号】
　教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、令和３年度
政府予算に係る意見書。

安岐町下原の分譲地整備予定地

マイナンバーカードを発行する
市民健康課の窓口
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総務常任委員会・予算決算分科会
　本委員会は、６月26日（金）午前10時から関係職員の出席を求め、予算決算常任委
員会総務分科会を開催いたしました。
　議案第46号令和２年度国東市一般会計補正予算(第２号)、議案第51号令和２年度国
東市一般会計補正予算(第３号)、議案第52号国東市立国東自動車学校特別会計補正予
算(第１号)の関連部分について協議しました。
　また、今回から所管事務調査については、総務委員の任期中２年間に協議すべき項
目について調査・検討していくこととなり、６人の議員から一人２項目提出しあい協
議致しました。
　提案された項目としては、
　・「国東市の公共交通について」
　・「国東市立自動車学校の将来の在り方」
　・「災害対策について」
　・「これからのまちづくりに関する調査」
　・「国東市独自の職員採用制度の創設について」
　・「空き家・移住政策」
　等の提案がありましたが、全議員が提案した

「国東市の公共交通体系について」
という項目でこれから調査検討していくことになりました。

地域公共交通会議の様子

全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

　

５
月
２7
日
に
書
面
開
催
さ
れ
た
全

国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
で
、
永

年
在
職
の
功
労
に
対
し
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

議
員
１5
年
以
上　
大　

谷　

和　

義

　
　
　

木　

田　

憲　

治

議
員
１0
年
以
上　
明　

石　

和　

久

森　
　
　

正　

二

吉　

田　

眞
津
子
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議案等議決結果一覧
令和２年第２回定例会（令和２年７月１日）

【市長提出議案】

専決処分の承認を求めることについて（国東市国民健康保険税条例の一部改正）……………………承　認

専決処分の承認を求めることについて（国東市介護保険条例の一部改正）……………………………承　認

繰越明許費繰越計算書について（令和元年度国東市一般会計予算）……………………………………報　告

有限会社いこいの村国東の経営状況の報告について………………………………………………………報　告

国東市土地開発公社の経営状況の報告について……………………………………………………………報　告

公益社団法人国東市農業公社の経営状況の報告について…………………………………………………報　告

株式会社未来企業カレッジの経営状況の報告について……………………………………………………報　告

令和２年度国東市一般会計補正予算（第２号）…………………………………………………………原案可決

令和２年度国東市水道事業特別会計補正予算（第１号）………………………………………………原案可決

令和２年度国東市下水道事業特別会計補正予算（第１号）……………………………………………原案可決

国東市印鑑条例の一部改正について………………………………………………………………………原案可決

国東市手数料条例の一部改正について……………………………………………………………………原案可決

農業委員会委員の任命について………………………………………………………………………………同　意

【議員発議】

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、

　　　　　　　　　　　　　　　令和３年度政府予算に係る意見書（案）…………………………原案可決

【委員会発議】

議案第46号「国東市一般会計補正予算（第2号）」に対する附帯決議（案）……………………………否　決

議案等に対する賛否の一覧表　(令和２年第２回定例会）
※議案等に対して、「賛成」か「反対」の意見が分かれたもののみを掲載しています。

○［賛成］　　×［反対］　　欠［欠席］　　－［退席］
※議長は、可否同数のとき又は特別多数議決のとき以外は採決に加わらない為、斜線にしています。

議
案
番
号

議案等名 議決
結果

表決数
賛成：反対

議員名(議席番号順）

備考

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
坂
本
隆
之

萱
島
祥
彦

後
藤
貴
志

石
川
泰
也

白
石
德
明

宮
園
正
敏

明
石
和
久

森　

正
二

吉
田
眞
津
子

秋
國
良
二

野
田
忠
治

堤　

康
二
郎

堀
田
一
則

唯
有
幸
明

丸
小
野
宣
康

木
田
憲
治

元
永
安
行

大
谷
和
義

発３ 令和２年度国東市一般会計補正予算
（第２号）に対する附帯決議（案） 否決 7：１０ × × × × × × ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ × × ○
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一/般/質/問 萱島　祥彦議員（市民クラブ）

議
員

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難
所
対
策
と
し
て

「
３
密
」
の
回
避
策
及
び
財
政
運
営
の
見

通
し
は
。

総
務
課
長

　

市
が
開
設
す
る
自
主
避
難
場
所
を
、
昨

年
の
「
４
箇
所
」
か
ら
最
大
「
１7
箇
所
」

と
し
、
避
難
所
担
当
職
員
は
、
３
密
を
避

け
る
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り
、
一
般

避
難
者
と
感
染
の
恐
れ
が
あ
る
方
、
妊

婦
、
高
齢
者
を
隔
離
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
そ
の
た
め
に
、
避
難
者
を
受
け
入
れ

る
際
は
、
体
調
な
ど
の
問
診
票
を
作
成
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

財
政
課
長

　

今
後
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

関
す
る
事
業
予
算
に
つ
い
て
は
、
国
や
県

の
補
助
金
及
び
「
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
」

等
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
迅
速
に
事

業
実
施
が
可
能
に
な
る
よ
う
臨
機
応
変
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

の
企
業
と
連
携
し
て
取
り
組
む
考
え
は
あ

る
か
。

総
務
課
長

　

災
害
時
用
備
蓄
品
の
選
定
に
あ
た
り
、

市
民
の
安
心
・
安
全
を
守
れ
る
物
品
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
、
な
る
べ
く
長
期
の
備
蓄

が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
か
つ
安
全
・
高
品

質
が
証
明
さ
れ
て
い
る
物
品
で
あ
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
業
者
の
物
品
が
、
価
格
・
品
質
・

納
入
数
な
ど
、
備
蓄
品
と
し
て
対
応
で
き

る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
納

入
実
績
は
あ
り
ま
す
し
、
今
後
も
購
入
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

コロナ禍での
　　　　財政運営の見通しは

― コロナの影響を注視しながら
持続可能な財政運営に務めます―

ス
ペ
ー
ス
・
ポ
ー
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
」
で
す
。

　

昨
年
７
月
に
国
東
市
も
大
分
県
と
と
も

に
「
ス
ペ
ー
ス
・
ポ
ー
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
」

の
会
員
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
法
人
は
大

分
県
と
協
力
し
、
ア
メ
リ
カ
の
ヴ
ァ
ー
ジ

ン
・
オ
ビ
ッ
ト
社
の
日
本
国
内
で
の
打
ち

上
げ
候
補
地
の
選
定
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

空
港
所
在
地
で
あ
る
市
と
し
て
も
、
大

分
空
港
周
辺
の
整
備
を
検
討
す
る
た
め
、

今
年
４
月
に
「
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

私
は
国
東
市
が
活
性
化
で
き
る
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
と
と
ら
え
て
い
ま
す

の
で
、
大
分
県
と
連
携
し
、
情
報
共
有
を

図
り
な
が
ら
、
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

種
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

災
害
備
蓄
品
の
市
内
業
者
と
の
連
携

に
つ
い
て

議
員

　
今
後
、
災
害
時
の
備
蓄
に
備
え
、
市
内

大
分
空
港
を
生
か
し
た
活
性
化
対
策

に
つ
い
て

議
員

　
「
宇
宙
港
」
と
な
る
大
分
空
港
を
生
か

し
た
市
の
活
性
化
対
策
は
。

市
長

　

宇
宙
産
業
は
年
々
拡
大
し
て
お
り
、
巨

大
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
と
成
功
す
る
可
能
性
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
に
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点
を
造
ろ

う
と
設
立
さ
れ
た
の
が
「
一
般
社
団
法
人

アジア初の宇宙港となる
大分空港
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議
員

　
市
内
多
く
の
企
業
が
業
績
悪
化
、
見
通

し
が
立
た
な
い
不
安
を
抱
え
、
こ
れ
ま
で

と
売
り
方
を
変
え
る
必
要
を
感
じ
て
い
る
。

支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

活
力
創
生
課
長

　

商
業
施
設
で
の
対
面
販
売
か
ら
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た
通
信
販
売
事

業
の
需
要
が
高
ま
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

送
料
が
都
市
圏
近
郊
の
企
業
と
比
較
し
て

高
く
な
り
、
そ
れ
が
商
品
競
争
で
不
利
に

な
る
の
で
、
そ
の
支
援
策
に
つ
い
て
現
在

検
討
し
て
い
ま
す
。

議
員

　
通
信
販
売
と
似
た
よ
う
な
取
組
と
し
て

ふ
る
さ
と
納
税
が
あ
る
が
今
の
状
況
は
。

活
力
創
生
課
長

　

巣
ご
も
り
需
要
か
ら
４
月
の
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
額
が
前
年
比
１
・
８
倍
に
伸

び
て
い
ま
す
。

農
業
従
事
者
の
支
援
に
つ
い
て

議
員

　
昨
年
の
道
路
運
送
車
両
法
改
正
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
違
法
だ
っ
た
ト
ラ
ク
タ
ー
に
作

業
機
（
ロ
ー
タ
リ
ー
等
）
を
付
け
た
状
態

で
の
公
道
走
行
が
可
能
に
な
っ
た
。
反
面
、

作
業
機
の
幅
に
よ
っ
て
は
大
型
特
殊
免
許

が
必
要
に
な
っ
て
い
る
状
況
を
市
と
し
て

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

農
政
課
長

　

全
長
４
・
７
ｍ
、
全
幅
１
・
７
ｍ
、
全
高

２
ｍ
を
超
え
、
時
速
１５
キ
ロ
を
超
え
る
車

両
の
運
転
は
大
型
特
殊
免
許
が
必
要
で
す
。

も
た
ず
に
運
転
し
ま
す
と
無
免
許
運
転
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
周
知
が
不

足
し
て
い
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
員

　
違
反
点
数
25
点
、
２
年
間
の
免
許
取
り

消
し
を
受
け
る
。
農
耕
用
限
定
免
許
の
教

習
や
講
習
は
出
来
な
い
か
。

総
務
課
長

　

国
東
自
動
車
学
校
の
認
可
が
普
通
免
許

の
み
で
あ
り
、
大
型
特
殊
の
指
導
員
も
お

ら
ず
、
教
習
・
講
習
も
難
し
い
で
す
。

議
員

　
杵
築
市
の
自
動
車
学
校
で
取
得
で
き
る

が
、
12
万
円
ほ
ど
か
か
る
。
負
担
が
大
き

い
と
考
え
る
が
、
支
援
策
は
な
い
か
。

農
政
課
長

　

個
人
の
資
格
な
の
で
、
補
助
金
等
、
市

と
し
て
支
援
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

議
員

　
自
動
車
学
校
で
教
習
終
了
後
、
資
格
登

録
の
為
に
大
分
県
免
許
セ
ン
タ
ー
に
行
く

必
要
が
あ
る
。
高
齢
世
帯
が
増
え
た
国
東

市
で
、
移
動
の
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

農
政
課
長

　

市
内
１9
法
人
で
組
織
さ
れ
る
国
東
市
集

落
営
農
法
人
連
絡
協
議
会
の
中
で
ま
と
ま

っ
て
行
く
こ
と
が
あ
れ
ば
考
え
ま
す
。

議
員

　
農
業
公
社
は
大
型
機
械
を
保
有
し
て
い

る
が
、
免
許
取
得
状
況
は
。

農
政
課
長

　

農
業
公
社
の
職
員
は
、
大
型
特
殊
免
許

を
取
得
し
て
い
ま
す
。

一/般/質/問 坂本　隆之議員（緑風会）

市内企業の経営継続支援を

―  国の臨時交付金等利用し
施策を検討します ―

トラクターの運転には作業機幅
の確認が必要です
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一/般/質/問 白石　德明議員（日本共産党）

議
員

　
医
師
や
看
護
師
に
過
重
な
負
担
は
生
じ

て
い
な
い
か
。
一
般
患
者
の
受
診
控
え
で

病
院
の
経
営
へ
の
影
響
は
あ
る
か
。

　
市
民
病
院
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
は
で
き

な
い
か
。

市
民
病
院
事
務
長

　

短
時
間
の
対
応
と
、
看
護
師
を
臨
時
に

配
置
し
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て

い
ま
す
。
感
染
者
に
対
応
し
た
医
師
・
看

護
師
に
協
力
金
が
交
付
さ
れ
、
手
当
て
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

受
診
控
え
に
よ
る
影
響
は
、
３
月
か
ら

５
月
が
、
月
額
千
五
百
万
円
減
に
な
り
ま

す
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
は
県
の
方
に
導
入
の

意
向
を
伝
え
て
い
ま
す
。
１１
月
ま
で
に
は

装
置
が
入
る
よ
う
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

議
員

　
市
民
病
院
の
感
染
症
患
者
受
け
入
れ
を

公
表
で
き
る
か
。
市
民
の
理
解
を
得
る
こ

と
が
大
切
で
は
な
い
か
。

市
民
病
院
事
業
管
理
者

　

感
染
症
専
用
の
病
床
︵
陰
圧
室
︶
は
、

２
部
屋
あ
り
、
十
分
に
感
染
防
止
対
策
を

し
て
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
来

院
し
て
下
さ
い
。

教
育
関
係
へ
の
影
響
に
つ
い
て

議
員

　
長
期
休
校
に
よ
る
学
力
格
差
は
生
じ
て

い
な
い
か
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。
授
業

の
遅
れ
を
取
り
戻
す
た
め
詰
め
込
み
学
習

と
な
ら
な
い
配
慮
は
。

学
校
教
育
課
長

　

家
庭
学
習
が
十
分
で
な
い
児
童
生
徒
が

い
る
と
い
う
前
提
で
、
一
人
一
人
の
学

習
の
定
着
度
を
把
握
し
指
導
を
し
て
い

ま
す
。
国
東
市
で
の
臨
時
休
校
期
間
は

１６
日
間
で
他
の
市
町
村
と
比
べ
て
も
短
く
、

夏
季
休
業
期
間
の
短
縮
や
余
剰
時
間
の
活

用
で
遅
れ
は
十
分
保
障
で
き
、
児
童
生
徒

の
主
体
的
な
学
習
を
行
え
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

議
員

　
密
集
・
密
接
を
避
け
る
た
め
に
20
人
学

級
の
実
現
が
必
要
で
は
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長

　

文
科
省
の
「
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

で
大
分
県
は
、
感
染
リ
ス
ク
が
一
番
低
い

市民病院でPCR検査が
可能な体制は出来ないか

― 11月までに設置を目指しています―

レ
ベ
ル
１
で
、
現
状
で
は
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
状
況
次
第
で
は
少
人
数
に
分
け

る
必
要
も
出
て
き
ま
す
。
国
が
示
す
新
し

い
生
活
様
式
を
求
め
る
な
ら
学
級
編
成
基

準
を
見
直
す
べ
き
で
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
︵
経
済

協
力
開
発
機
構
︶
平
均
並
み
に
す
る
こ
と

で
、
身
体
的
距
離
の
確
保
や
き
め
細
か
な

指
導
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。
い
ろ
ん
な

機
会
を
通
し
て
学
級
編
成
基
準
の
見
直
し

を
、
国
や
県
に
求
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

議
員

　
学
校
に
非
接
触
型
体
温
計
の
設
置
計
画

は
。

教
育
総
務
課
長

　

全
小
中
学
校
に
設
置
予
定
で
、
４
月
に

発
注
し
、
９
月
中
に
納
入
予
定
で
す
。

市内中学校の授業風景
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国
東
土
︵
郷
土
︶
維
持
管
理
に
つ
い
て

議
員

　
国
東
市
の
実
質
的
な
空
き
家
率
が
非
常

に
高
く
な
っ
て
い
る
。
空
き
家
対
策
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

活
力
創
生
課
長

　

昨
年
度
よ
り
「
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
成

約
奨
励
金
制
度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
ま

た
、
お
盆
時
期
に
空
き
家
相
談
会
等
、
新

た
な
取
組
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

議
員

　
特
に
老
朽
化
し
た
空
き
家
が
増
え
て
い

る
。
国
土
交
通
省
も
空
き
家
対
策
と
し
て

進
め
て
い
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
等
の
任
意
団
体

と
協
力
す
る
取
組
で
あ
る
「
ラ
ン
ド
バ
ン

ク
の
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
て
、
空
き
家

対
策
を
活
性
化
し
て
い
く
考
え
は
。

市
長

　

担
当
課
に
研
究
し
て
も
ら
い
、
実
現
性

が
あ
れ
ば
取
り
組
む
こ
と
も
十
分
可
能
で

あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
国
東
市
の
実
現
に
つ
い
て

議
員

　
持
続
可
能
な
国
東
市
実
現
に
つ
い
て
、

三
河
市
長
の
考
え
る
、
構
想
、
施
策
、
考

え
方
は
。

市
長

　

こ
れ
ま
で
、
福
祉
、
観
光
、
教
育
の
３

つ
の
里
づ
く
り
を
市
政
目
標
に
掲
げ
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
、
活
力
あ
る
国
東
市
を
つ
く
る
に

は
、
活
力
の
源
で
あ
る
産
業
の
振
興
が
極

め
て
大
事
で
あ
る
と
考
え
お
り
ま
す
。

一/般/質/問 野田　忠治議員（新世会）

空き家対策で
ランドバンク創設の考えは
―  研究し実現性があれば取り組みます―

建
設
課
長

　

数
年
先
の
労
力
の
確
保
が
懸
念
さ
れ
る

よ
う
な
事
態
と
な
れ
ば
、
上
限
の
見
直
し

な
ど
、
関
係
部
署
と
検
討
し
ま
す
。
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
事
業
費
に

人
件
費
を
含
む
こ
と
か
ら
、
事
業
費
増
に

伴
う
労
力
の
あ
っ
せ
ん
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

議
員

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
中
で
、
都
市
部

よ
り
の
地
方
分
散
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い

る
。
国
東
市
出
身
者
や
移
住
を
希
望
さ
れ

る
方
へ
の
支
援
策
は
。

活
力
創
生
課
長

　

地
域
支
援
係
が
、
移
住
・
定
住
を
担
当

し
、
就
職
支
援
は
商
工
労
政
係
が
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
協
力
し
て
支
援
し
、
就
業
支
援

は
産
業
創
出
係
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
３

係
を
活
か
し
て
、
今
後
の
移
住
者
支
援
を

考
え
て
い
き
ま
す
。

議
員

　
人
口
減
少
・
高
齢
化
に
よ
り
農
地
や
山

林
の
荒
廃
も
進
ん
で
い
る
。
現
在
も
生
コ

ン
支
給
や
事
業
費
の
45
％
補
助
等
で
進
め

て
い
る
が
、
予
算
増
額
と
有
償
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
制
度
を
導
入
し
推
進
し
て
い
く
考
え

は
な
い
か
。

未
舗
装
の
市
道
、
農
道
、
林
道
の
舗

装
を
推
進
し
て
は
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一/般/質/問 石川　泰也議員（緑風会）

議
員

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
放
送
内
容
に
つ
い

て
、
市
民
の
反
響
を
聞
く
場
所
は
あ
る
か
。

広
報
室
長

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
視
聴
に
つ
い
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
等
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

市
民
の
声
を
放
送
に
反
映
さ
せ
る
方
策
と

し
て
、
国
東
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
番

組
審
議
会
を
設
置
し
、
放
送
内
容
を
審
議

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

議
員

　
小
中
学
校
が
長
期
間
休
校
と
な
っ
た
場

合
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
自
主
学
習

用
の
テ
レ
ビ
放
送
が
で
き
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長

　

３
月
の
臨
時
休
校
の
際
に
は
、
教
科
書

会
社
が
作
成
し
た
動
画
教
材
を
放
送
し
、

家
庭
学
習
の
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
児
童
生
徒
一
人
に
一
台
の
パ
ソ
コ
ン

を
配
備
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
授
業
が

で
き
る
よ
う
、
準
備
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ケーブルテレビの
視聴率調査は

―  視聴率の把握は困難であり
実施できていません ―

ア
ス
ト
南
駐
車
場
の
整
備
内
容
は

議
員

　
ア
ス
ト
南
駐
車
場
内
に
遊
具
を
備
え
た

公
園
は
で
き
な
い
か

社
会
教
育
課
長

　

緑
地
帯
の
中
に
ベ
ン
チ
を
設
置
し
、
市

民
憩
い
の
場
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

遊
具
に
つ
い
て
は
、
設
置
の
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。

議
員

　
駐
車
場
内
に
野
外
イ
ベ
ン
ト
や
出
店
用

と
し
て
、
電
源
や
水
道
等
の
設
置
予
定
は
。

社
会
教
育
課
長

　

水
道
設
備
に
つ
い
て
は
、
緑
地
帯
の
芝

生
管
理
の
た
め
、
水
栓
を
２
本
程
度
設
置

す
る
予
定
で
す
。
電
源
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
計
画
で
は
分
電
盤
や
電
源
コ
ン
セ
ン

ト
を
設
置
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市役所３階のケーブルテレビスタジオ

国
東
市
民
病
院
の
経
営
改
善
の

手
が
か
り
に

議
員

　

市
民
病
院
の
健
康
診
断
（
人
間
ド
ッ

ク
）
の
収
容
人
員
に
対
す
る
受
診
者
の
実

績
は
。

市
民
病
院
事
務
長

　

一
日
の
収
容
人
員
は
特
定
健
診
が
主
な

場
合
約
２０
人
程
度
と
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、

受
診
者
の
多
く
の
方
が
腹
部
超
音
波
や
胃

カ
メ
ラ
等
の
検
査
を
受
け
ま
す
の
で
、
そ

の
検
査
は
外
来
患
者
さ
ん
と
同
じ
場
所
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
日
当
た
り
の

受
診
者
は
１５
名
程
度
と
い
う
こ
と
で
受
け

入
れ
し
て
い
ま
す
。
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令和２年5月14日開催　　令和２年第２回国東市議会臨時会
コロナウイルス感染防止関連予算の概要

4月専決予算 単位：千円
特別定額給付金事業（事務費） 34,4１6
特別定額給付金事業 ２,760,000
新型コロナウイルス感染症対策事業（保育所） 6,504
新型コロナウイルス感染症対策事業（子育て支援センター） １,4９９
子育て世代への臨時特別給付金給付事業（事務費） １,37９
子育て世代への臨時特別給付金給付事業 ２6,500
新型コロナウイルス感染症対策事業（放課後児童クラブ） 3,８67
新型コロナウイルス感染症対策事業（子育て世代包括支援センター） 5１１
ふるさと応援配布事業 55,000
新型コロナウイルス感染症対策事業（保健衛生費） ２１,８5１
小規模事業者応援定額給付金事業 １50,6２２
新型コロナウイルス感染症対策事業（小学校） 4,303
新型コロナウイルス感染症対策事業（中学校） ２,１８3
新型コロナウイルス感染症対策事業（幼稚園） １,0１0
学校臨時休業対策事業（学校給食） １,300

計 3,070,９45
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　　　議員研修会
　　　（緊急行財政改革プランについて）
10日　議会広報特別委員会
17日　議会広報特別委員会

４月

編編

集集

後後

記記

　

議
会
だ
よ
り
発
行
の
頃
に
は
、
暑
い
夏
を
迎

え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
水
田
に
は
青
々
と
育

っ
て
い
る
稲
が
風
に
な
び
く
光
景
を
思
い
浮
か

べ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

早
春
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
応
で
、
何
を
す
る
に
も
自
粛
の
声
が
頭
の

中
に
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。
国
東
市
で
は
感
染

し
た
市
民
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
以
前
の
よ

う
な
社
会
の
仕
組
み
に
戻
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
や
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
と
言
わ

れ
、
新
し
い
社
会
の
仕
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
自
粛
生
活
は
自
宅
で
仕
事
を
し
た
人
も
、

リ
モ
ー
ト
会
議
を
経
験
し
た
人
も
身
近
に
存
在

し
ま
す
。

　

私
は
と
い
う
と
、
相
変
わ
ら
ず
大
地
を
相
手

に
、
太
陽
の
光
を
浴
び
何
も
変
わ
ら
な
い
日
も

あ
り
ま
す
。
畑
に
は
猪
や
鹿
だ
け
で
な
く
、
竹

や
草
の
侵
入
に
抗
い
な
が
ら
作
物
の
成
長
を
見

守
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
で
収
穫
さ
れ
た
農
産
物
が
、
都
会
の
消

費
者
に
届
け
ら
れ
る
間
に
も
人
が
関
わ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
暮
ら
し
と
命
を
繋
ぎ
あ
っ
て
い
ま
す
。

誰
の
命
も
大
切
に
さ
れ
る
社
会
が
出
来
る
こ
と

を
願
い
ま
す



広
報
特
別
委
員
白
石
德
明

発
行
責
任
者　

大　

谷　

和　

義

広
報
委
員
長　

吉　

田　

眞
津
子

〃
副
委
員
長　

白　

石　

德　

明

〃　

委　

員　

宮　

園　

正　

敏

〃　

委　

員　

石　

川　

泰　

也

〃　

委　

員　

後　

藤　

貴　

志

〃　

委　

員　

坂　

本　

隆　

之

議会を
傍聴しませんか

3
月
20
日
（
春
分
の
日
）
、
伝
統
行
事
「
御
田
植

祭
」
が
、
国
東
市
安
岐
町
明
治
の
諸
田
山
神
社
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た

め
、
無
観
客
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
元
「
諸
田
山
神
社
御
田
植
祭
保
存
会
」
の
み
な

さ
ん
が
扮
し
、
田
植
え
の
所
作
を
披
露
し
ま
す
。
無

観
客
で
も
、
化
粧
や
ユ
ニ
ー
ク
な
動
作
は
い
つ
も
通

り
。
保
存
会
の
皆
様
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

今
回
で
第
１
９
９
回
、
来
年
の
第
２
０
０
回
記
念

は
、
大
勢
の
観
客
に
囲
ま
れ
た
御
田
植
祭
に
な
る
こ

と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

一般質問は９月10日と11日の予定です。

議会の動き

６月

７月

ホームページもご覧ください！ 　http://www.city.kunisaki.oita.jp/

５月

暑中お見舞い申し上げます

―　虚礼廃止にご協力を　―
初盆等のお供え、暑中見舞状、お中元、
お祭りへの寄付、市民の皆様が議員に求
めることも禁止されています。




